
令来日 2年 5月 25日

静岡県知事川勝平太様

「収束ー新常態に向けての会派 7提言J

新型コロナウイノレス感染症対策に関する緊急要望書
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全庁を挙げての新型コロナウイノレスに関する一連の対応に敬意を表しますQ また、

本県における緊急事態宣言が解除され、状況も感染限定期に抑えられているのは、県

民の皆さまのご理解とご協力の賜物と存じます。

しかし、製造業を多く抱える本県においては、その悪影響は今後本格化してくると

予想され、まさにこれからが本当の正念場です。県内経済と県民生活を守るため、官

民の英知を結集し、より 一層の対策を講じることが求められています。

そこでこの度、我が会派では第 10弾となる要望書を編成しました。 6月定例会で

の速やかな予算措置を念頭に、急務かっ具体的な内容を下記の通り提言しますので、

何卒ご対応下さいますようお願い申し上げます。
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1. 第 2波、 3波に備えた感染防止対策について

( 1 )検査体制の充実とともに、感染拡大に耐えうる万全の体制を整備すること

ex)地域外来・検査センターの順次設置、検査数の拡充、 トリアージルールの確立、

軽症者用ホテノレの継続的な確保、接触通知アプリ等の試験導入

(2 )県内調達を奨励し、必要とする医療衛生用品を確実に供給すること

ex)医療用ガウン、医療用マスク、フェイスシーノレド、消毒液ほか

2. 切れ目のない中小企業者ー個人事業主支援について

( 1 )景気の先行きを見据え、県制度融資の更なる拡充を行うこと

ex)融資枠・限度額の拡大、小口資金貸付要件の緩和

( 2)雇用の維持を図るとともに、マッチング支援を促進すること

ex)雇用調整助成金制度の県独自支援、雇用のマッチング促進



3. 誰ひとり取り残さない生活支援について

( 1 )社会的弱者や生活困窮者に寄り添った支援策を講じること

ex)妊産婦、障害者、ひとり親家庭、外国人労働者ほか

( 2 )急激な社会経済変化で疲弊した心のケアを施すこと

ex)電話やICTを活用したメンタノレへノレス対策・自殺対策

4. 学校再開を円滑に進める教育環境の改善について

( 1 )学校現場が必要とするマンパワーを補充すること

ex)スクールサポートスタッフ、スクーノレカウンセラ一、

退職教員・地域人材・専門人材の活用、学生の緊急雇用ほか

(2 )感染防止対策として、校舎内外の衛生環境の整備を急ぐこと

ex)医療物資の備蓄、体育館やグランド等のトイレ改修

5. 学業や様々な活動の継続に繋げる学生 e 若者支援について

( 1 )学生等が直面している悩みに向き合う相談体制を充実させること

ex)若者専用ダイヤルー窓口 e LINE相談等の緊急設置

( 2)若者や ]¥JPO等が行う社会貢献活動の継続支援策を講じること

ex)子ども食堂・学習支援・外国人支援等の継続支援、活動費助成

6. 効果的な情報発信と確実な伝達について

( 1) rパイ@シズオカ」を基軸として、施策効果の最大化を図ること

ex)農林水産品だ、けで、なく工芸品、その他県産品のほか、観光資源、

文化芸能等を含めたプラットフォーム構築、クーポン発行等の消費促進

(2 )県民に情報が確実に伝わるよう、企画から発信にかけて工夫を施すこと

ex)外国人への情報提供、若手クリエーターの採用、 TikTok等の活用

7. 官民挙げての働き方改革と柔軟運用について

( 1 )会計年度職員の契約期間の弾力的運用を図ること

ex)三ケ日青年の家、観音山少年自然の家ほか

( 2) i新しい生活様式Jに対応した新たなピジネスモデ、ノレを官民で、推進すること

ex)民間の新たな挑戦への更なる後押し、

リモートワーク等を利用した様々な場面での対面原則の緩和

以上


